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ハ
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モ
ニ
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陶
晶
孫

一　

は
じ
め
に

陶
晶
孫
（
一
八
九
七
―
一
九
五
二
）、
本
名
・
陶
熾
は
、
中
国
無
錫
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
年
）
父
に
従
っ
て
来
日

す
る
。
東
京
神
田
の
錦
華
小
学
校
へ
入
学
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
特
設
予
科
、
第
一
高
等
学
校
本
科
を
経
て
、
九

州
帝
国
大
学
医
科
、
次
い
で
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
へ
と
進
学
し
た
。
九
州
帝
国
大
学
在
学
中
に
郁
達
夫
や
張
資
平
、
郭
沫
若
ら
と
共

に
創
造
社
に
参
加
し
、『
木
犀
』、
戯
曲
『
黒
衣
人
』
を
発
表
し
た
。
陶
の
生
涯
の
特
徴
と
し
て
、
文
学
を
本
職
と
せ
ず
あ
く
ま
で
専
攻

の
医
学
の
道
へ
進
ん
だ
こ
と
、
幼
少
期
か
ら
ピ
ア
ノ
を
愛
し
、
九
州
帝
国
大
学
在
学
中
、
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
（
以
下
九
大
フ
ィ

ル
）
に
参
加
し
音
楽
活
動
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
陶
晶
孫
に
つ
い
て
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
中
国
近
現
代
文
学
研

究
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
新
感
覚
派
の
先
駆
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
陶
を
文
学
家
と
し
て

再
評
価
す
る
も
の
、
及
び
日
本
へ
の
留
学
生
と
し
て
日
中
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
た
苦
悩
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
陶

晶
孫
の
九
州
帝
国
大
学
在
学
中
の
福
岡
滞
在
期
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
九
大
在
学
中
に
発
表
さ
れ
た
『
木
犀
』
に
お
け
る

福
岡
に
対
す
る
酷
評（

（
（

を
も
と
に
、
総
じ
て
福
岡
滞
在
期
は
暗
鬱
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
福
岡
滞
在
期
に

九
州
帝
国
大
学
の
管
弦
楽
団
で
あ
っ
た
九
大
フ
ィ
ル
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
言
及
は
見
え
る
も
の
の
、
本

格
的
な
資
料
の
調
査
な
ど
に
よ
る
裏
付
け
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
文
で
は
陶
の
九
大
フ
ィ
ル
へ
の
参
加
に
注
目
し
、
九
大
フ
ィ

ル
に
残
さ
れ
る
資
料
を
紐
解
き
、
陶
の
福
岡
滞
在
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
い
た
い
。
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二　

陶
晶
孫
と
音
楽

陶
晶
孫
と
音
楽
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
き
た
。
福
岡
時
代
に
は
曲
譜
『
湘

纍
的
歌
六
曲
』
を
発
表
し
、
東
北
に
移
っ
た
後
も
『
音
楽
会
小
曲
』
な
ど
、
音
楽
に
関
連
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
陶
の

作
品
に
は
、「D

ebussy

」
や
「C

hopin

」
な
ど
の
作
曲
家
を
は
じ
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
度
々
登
場
す
る
。
私
生
活
に
お
い
て
も
、

東
北
帝
国
大
学
に
お
い
て
は
発
足
し
た
ば
か
り
の
東
北
大
学
交
響
楽
団
の
指
揮
者
と
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第
四
〇
番
を
指
揮

し
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
独
奏
も
行
っ
た（

（
（

。
ま
た
台
湾
へ
移
っ
た
後
も
、
台
湾
大
学
で
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
晩
年
千
葉
に
移
っ
た
後
に
は

市
民
楽
団
の
一
員（

（
（

と
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
音
楽
と
の
繋
が
り
を
持
ち
続
け
た
。
陶
に
と
っ
て
の
音
楽
は
、
単
な
る
趣
味
と
い
う
枠
を

超
え
、
陶
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
厳
安
生
氏
に
よ
る
と
、
陶
が
音
楽
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
、
幼
少
時
の
母

の
指
導
に
お
い
て
で
あ
る（

（
（

。
し
か
し
、
陶
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
音
楽
と
の
繋
が
り
を
持
ち
続
け
た
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、

筆
者
は
九
州
帝
国
大
学
時
代
に
在
籍
し
た
、
九
大
フ
ィ
ル
と
の
関
わ
り
を
考
え
た
い
。
陶
自
身
も
『
晶
孫
自
伝（

（
（

』
に
お
い
て
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

 

高
等
學
校
三
年
︐
入
福
岡
九
州
帝
大
︐ 
︙
中
略
︙ 

入
某
敎
授
組
織
之
大
學
管
弦
樂
︐
擔
任
大
提
琴
︐
同
時
很
努
力
彈
鋼
琴
︐
夏

天
穿
騎
馬
的
長
靴
彈
琴
︐
以
防
蚊
子
。
這
个
管
弦
樂
爲
當
地
的
音
樂
最
高
把
握
機
關
︐
所
以
從
此
很
知
道
日
本
中
央
音
樂
界
的
事

體
。

 

第
一
高
等
学
校
の
三
年
の
後
、
福
岡
の
九
州
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
。
︙
中
略
︙　

或
る
教
授
の
組
織
す
る
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
入
り
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
担
当
し
た
。
同
時
に
ピ
ア
ノ
の
演
奏
も
と
て
も
努
力
し
、
夏
は
乗
馬
用
の
ブ
ー
ツ
を
履
い
て
ピ
ア

ノ
を
弾
き
、
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
九
州
に
お
け
る
音
楽
の
最
高
レ
ベ
ル
の
機
関
で
あ
り
、
日

本
の
中
央
音
楽
界
の
こ
と
も
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
陶
自
身
九
大
フ
ィ
ル
に
対
し
て
、「
音
楽
の
九
州
最
高
レ
ベ
ル
の
機
関
」
と
評
価
し
て
お
り
、
こ
の
団
体
で
の
音
楽
活

動
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
大
フ
ィ
ル
で
の
陶
の
具
体
的
な
活
動
は
多
く
を
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
の
九
大
フ
ィ
ル
が
ア
マ
チ
ュ
ア
ー
の
楽
団
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
や
存
在
が
広
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
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ま
た
九
大
フ
ィ
ル
自
体
、
陶
晶
孫
が
在
籍
し
て
い
た
事
実
を
長
い
間
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

三　

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
と
は

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
（
現
・
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
は
、
九
州
帝
国
大
学
の
前
身
で
あ
る
京
都
帝
国

大
学
福
岡
医
科
大
学
に
お
い
て
精
神
病
学
教
室
初
代
教
授
、
榊
保
三
郎
氏
に
よ
っ
て
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
工
学
部
・
荒
川
文

六
教
授
（
第
六
代
九
州
大
学
総
長
）、
工
学
部
・
降
矢
芳
郎
教
授
も
参
加
し
、
当
初
は
会
員
（
教
授
、
学
生
）
に
よ
る
音
楽
活
動
・
発
表

活
動
の
他
、
外
国
人
音
楽
家
来
日
演
奏
会
の
主
催
な
ど
を
行
っ
た（

（
（

。
陶
が
在
籍
し
た
当
時
、
全
国
的
に
見
て
も
二
管
編
成（

（
（

を
擁
す
る
常

駐
管
弦
楽
団
と
し
て
東
京
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
環
境
を
整
え
て
い
た
。『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
五
〇
年
史
』
に

は
、
大
正
期
の
九
大
フ
ィ
ル
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

 

大
正
８
年
以
降
、
数
年
間
は
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
最
も
華
や
か
な
一
時
期
と
い
え
よ
う
。
堂
々
た
る

二
管
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
ー
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
五
回
以
降
、

定
期
演
奏
会
に
は
必
ず
交
響
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
） 　

第
一
五
回　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
第
一
交
響
曲

 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
） 　

第
一
六
回　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
第
八
交
響
曲
（
未
完
成
）

 

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
七
回　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
第
六
交
響
曲
（
田
園
）

 

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
年
） 

第
一
八
回　

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
交
響
曲
第
四
〇
番

 

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
九
回　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
第
五
交
響
曲

 

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
年
） 

第
二
〇
回　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
第
四
交
響
曲

 

こ
の
よ
う
な
交
響
曲
は
東
京
で
も
当
時
は
な
か
な
か
聴
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
大
曲
で
あ
り
、
筑
紫
路
の
一
角
で
、
こ
の
よ

う
な
文
化
の
香
り
高
い
音
楽
会
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
日
本
の
洋
楽
史
上
特
筆
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
創
立
者
の
榊
は
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
の
後
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
渡
る
。
ド
イ
ツ
滞
在
中
は
研
究
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の
傍
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヨ
ア
ヒ
ム
の
弟
子
で
あ
る
シ
ル
ク
女
史
に
師
事
し
て
い
た
と
さ
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
で

も
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
に
赴
任
す
る
と
、
研
究
の
み
な
ら
ず
音
楽
活
動
も
は
じ
め
た
。
榊
は
私
財
を
投

じ
、
当
時
東
京
で
も
手
に
入
れ
る
事
の
出
来
な
か
っ
た
楽
器
・
楽
譜
を
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
譜
は
、
学
生
時
代
の

近
衛
秀
麿（

（1
（

が
東
京
か
ら
写
譜
を
し
に
来
る
ほ
ど
で
あ
っ
た（

（1
（

。
一
般
的
に
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
の
開
祖
と
言
わ
れ
た
山
田
耕
筰
（
一

八
八
六
―
一
九
六
五
）、
近
衛
秀
麿
（
一
八
九
八
―
一
九
七
三
）
は
、
榊
の
そ
れ
ぞ
れ
十
六
歳
、
二
十
八
歳
年
下
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
が
始
ま
る
よ
り
も
前
に
、
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
福
岡
の
地
で
九
大
フ
ィ
ル
が
活

動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
管
弦
楽
団
の
設
立
を
中
心
と
し
た
当
時
の
国
内
音
楽
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
に
挙
げ
る
略
年
表
を

参
照
さ
れ
た
い
。

四　

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
と
陶
晶
孫

記
録
に
よ
る
と
陶
が
九
大
フ
ィ
ル
に
参
加
し
て
い
た
の
は
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
二
年
の
三
年
間
で
あ
り
、
前
節
の
記
述
か
ら
見

る
に
九
大
フ
ィ
ル
の
全
盛
期
と
重
な
る
。
当
時
の
九
大
フ
ィ
ル
は
『
晶
孫
自
伝
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
音
楽
の
最
高
レ
ベ
ル
の
機
関
」

と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
団
体
の
中
で
、
陶
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
五
〇
年
史
』
よ
り
、
陶
晶
孫
（
陶
君
、
陶
熾
君
）
の
名
前
が
見
ら
れ
る
演
奏
会
を
次
に
あ
げ
る
。

◆
第
一
六
回
春
季
演
奏
大
会　
　
　
　
　
　
　

◆
ベ
ー
ト
ホ
ー
フ
エ
ン
一
五
〇
年
祭
紀
念
第
一
七
回
春マ
マ

（
秋
）
季
演
奏
大
会

◆
第
一
八
回
春
季
演
奏
大
会　
　
　
　
　
　
　

◆
第
二
〇
回
春
季
演
奏
大
会　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
夕

◆
第
二
一
回
秋
季
演
奏
大
会　

管
絃
楽
の
夕

 

※ 

第
一
六
回
は
二
番
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
第
一
七
、
一
八
回
は
二
番
コ
ル
ネ
ッ
ト
、
第
二
〇
、
二
一
回
は
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
担
当
で

参
加
し
て
い
る
。

陶
は
こ
れ
ら
の
演
奏
会
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
と
い
っ
た
名
だ
た
る
作
曲
家
の
管
弦

楽
曲
を
演
奏
し
、
シ
ョ
パ
ン
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
室
内
楽
も
耳
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
九
州
帝
国
大
学
在
学
中
の
演
奏
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会
の
内
、
第
一
九
回
を
除
い
て
全
て
の
演
奏
会
に
出
演
し
て
い
る
。（
図
版
①
の
写
真
に
は
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
抱
え
た
陶
晶
孫
が
写
っ
て

い
る
。）
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
チ
ェ
ロ
演
奏
の
み
な
ら
ず
、
コ
ル
ネ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
い
っ
た
楽
器

も
経
験
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
自
伝
に
お
い
て
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
陶
は
九
大
フ
ィ
ル
に
お
い
て
非
常
に

充
実
し
た
音
楽
活
動
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
音
楽
事
情
に
鑑
み
て
も
福
岡
は
、
音
楽
面
に
お
い
て
東
京
と
遜
色
な
い
環
境
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
福
岡
で
の
音
楽
面
で
の
充
実
は
、『
木
犀
』
な
ど
の
小
説
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た
一
方
で
、
自
伝
に
お
い
て
は
九
大
フ
ィ
ル
を
「
音
楽
の
九
州
最
高
レ
ベ
ル
の
機
関
」
と
評
す
る
な
ど
、
小
説
と
自
伝
の
間
に
隔
た
り

が
あ
り
、
文
芸
活
動
に
見
え
る
福
岡
と
音
楽
活
動
に
見
え
る
福
岡
は
反
対
の
印
象
を
与
え
て
い
る
。

五　

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
遺
る
陶
晶
孫

筆
者
は
、
九
大
フ
ィ
ル
に
残
る
草
創
期
の
資
料（

（1
（

の
中
か
ら
、
陶
晶
孫
に
関
連
す
る
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
結
果
を

報
告
し
た
い
。
な
お
、
以
下
の
図
に
つ
い
て
は
筆
者
が
撮
影
を
行
い
、
図
中
に
適
宜
目
印
を
附
し
た
。
九
大
フ
ィ
ル
に
現
存
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
う
ち
、
陶
晶
孫
（
陶
君
、
陶
熾
君
）
の
名
前
が
確
認
で
き
る
も
の
は
以
下
の
四
冊
で
あ
る
。

◆
第
拾
六
回
春
季
演
奏
會
曲
目
説
明
書
（
図
版
②
、
図
版
③
）

◆
ベ
ー
ト
ホ
ー
フ
エ
ン
百
五
十
年
祭
記
念　

第
拾
七
回
秋
季
演
奏
大
會
曲
目
説
明
書
（
図
版
④
）

◆
第
弐
拾
回
春
季
演
奏
大
會　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
夕
（
図
版
⑤
）

◆
第
廿
一
回
秋
季
演
奏
大
會　

管
絃
樂
の
夕
（
図
版
⑥
）

以
上
の
演
奏
会
の
他
に
も
、
陶
晶
孫
の
出
演
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
現
存
せ
ず
、『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
五
〇
年
史
』
に
そ
の
記
録
が
残
る
の
み
で
あ
る（

（1
（

。

以
上
の
資
料
よ
り
、
先
行
研
究
で
は
チ
ェ
ロ
な
い
し
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
演
奏
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
ほ

か
に
コ
ル
ネ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
も
演
奏
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
陶
が
こ
れ
ら
の
楽
器
に
つ
い
て
記
述
し
な
か
っ
た
か
に

つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
陶
の
作
品
や
自
伝
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
に
発
表
し
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た
『
音
楽
会
小
曲
』
に
現
れ
る
「D

ebussy

」
や
、
作
品
に
度
々
登
場
す
る
「C

hopin

」
な
ど
の
作
曲
家
の
音
楽
に
つ
い
て
、
こ
の
九
大

フ
ィ
ル
の
演
奏
会
で
実
際
に
耳
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
九
大
フ
ィ
ル
の
所
有
す
る
楽
譜
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
楽
譜
群
の
う
ち
、
前
掲

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
五
〇
年
史
』
よ
り
、
陶
晶
孫
が
九
大
フ
ィ
ル
に
在
籍
し
演
奏
会

で
演
奏
し
た
曲
目
の
う
ち
、
現
存
が
確
認
さ
れ
た
も
の
が
以
下
で
あ
る
。（
括
弧
内
は
九
大
フ
ィ
ル
で
の
演
奏
年
）

◆
交
響
曲
第
七
番
未
完
成　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト 

（
一
九
二
〇
）

◆「
ア
テ
ネ
の
廃
墟
」
序
曲　
　
　
　
　
　

 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 

（
一
九
二
〇
）

◆
交
響
曲
第
四
番
「
イ
タ
リ
ア
」 　
　
　
　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
（
一
九
二
二
）

◆
静
か
な
海
と
楽
し
い
航
海　
　
　
　
　
　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
（
一
九
二
二
）

◆「
く
る
み
割
り
人
形
」
組
曲　
　
　
　
　

 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
（
一
九
二
二
）

残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
楽
譜
の
購
入
年
お
よ
び
写
譜
年
な
ど
の
記
録
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
楽
譜
が
実
際
に
大
正
期
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
特
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
曲
目

は
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
複
数
回
演
奏
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
い
つ
購
入
ま
た
は
写
譜
さ
れ
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
演
奏
会
記
録
の
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の
「
ア
テ
ネ
の
廃
墟
」
序
曲
に
関

し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
が
分
か
っ
た
。

①　

九
大
フ
ィ
ル
で
は
一
九
〇
九
年
の
創
立
か
ら
現
在
ま
で
、
一
九
二
〇
年
の
第
一
七
回
演
奏
会
の
一
度
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

②　

定
期
演
奏
会
以
外
の
記
録
に
お
い
て
も
演
奏
さ
れ
た
記
録
が
な
い
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、「
ア
テ
ネ
の
廃
墟
」
序
曲
の
楽
譜
は
、
実
際
に
一
九
二
〇
年
の
演
奏
会
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
演
奏
会
に
お
い
て
陶
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
を
演
奏
し
て
い
る
た
め
、「C

ornet

」
と
記
載
の
あ
る
楽
譜
を
挙

げ
る
。（
図
版
⑦
、
図
版
⑧
）
記
録
に
よ
る
と
コ
ル
ネ
ッ
ト
を
演
奏
し
た
の
は
、
井
上
学
士
、
陶
君
の
二
人
で
あ
る
。
実
際
に
楽
譜
を
調

査
し
て
み
る
と
、
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
楽
譜
と
は
大
き
く
内
容
が
違
う
（
図
版
参
照
）。
こ
れ
は
現
在
と
違
い
、
当
時
は
出
版
社
や
指

揮
者
に
よ
る
改
変
が
許
容
さ
れ
て
い
た
事
、
人
数
の
不
足
や
演
奏
技
術
不
足
に
よ
り
他
の
楽
器
に
楽
譜
を
移
す
な
ど
の
処
置
が
見
ら
れ
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た
事
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
陶
自
身
が
写
譜
を
行
っ
た
可
能
性
を
含
め
て
、
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

六　

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
陶
は
、
福
岡
に
お
い
て
充
実
し
た
音
楽
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
は
九
大
フ
ィ
ル
で
始

め
た
楽
器
で
あ
り
、
演
奏
会
に
向
け
た
練
習
は
熱
心
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
版
⑨
、
⑩
）。
特
に
、
陶
が
初
め
て
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
を
担
当
し
た
際
に
演
奏
し
て
い
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
楽
曲
は
、
今
日
に
お
い
て
も
難
易
度
の
高
い
楽
曲
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
た
め
、
演
奏
会
に
向
け
た
練
習
も
よ
り
熱
の
籠
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
福
岡
の
音
楽
面
に
お
け
る
環
境
は
東

京
と
遜
色
な
い
も
の
で
あ
り
、『
木
犀
』
に
描
か
れ
た
福
岡
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
福
岡
で
の

音
楽
活
動
を
考
え
る
と
、
自
伝
的
小
説
に
お
け
る
福
岡
の
描
写
を
以
て
陶
の
生
活
を
同
様
に
論
じ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
陶
の
福
岡
滞
在

は
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
暗
鬱
で
不
遇
な
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
先
行
研
究
の
よ
う
に
『
木
犀
』
の

主
人
公
を
陶
の
完
全
な
る
自
画
像
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
と
し
て
陶
は
、
音
楽
面
で
の
充
実
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
多
少
な
り
と
も
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
。
陶
が
参
加
し
て
い
た
九
大
フ
ィ
ル
は
、
今
も
な
お
熱
心
に
音
楽
活
動
が
続
け
ら

れ
て
お
り
、
演
奏
に
打
ち
込
む
そ
の
姿
は
創
立
百
年
を
超
え
た
現
在
で
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

陶
は
九
州
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
東
北
帝
国
大
学
へ
と
進
学
す
る
。
こ
の
地
に
お
い
て
も
文
芸
活
動
の
み
な
ら
ず
、
音
楽
活
動
も
続

け
東
北
帝
国
大
学
交
響
楽
団
の
礎
を
築
い
た
。
東
北
の
地
で
の
音
楽
活
動
に
つ
い
て
『
晶
孫
自
伝
』
に
お
い
て
も
「
規
模
は
九
大
程
で

は
な
か
っ
た
が
、
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た
。」
と
述
べ
て
お
り（

（1
（

、
大
学
卒
業
後
も
、
医
科
業
の
傍
ら
、
晩
年
ま
で
演
奏
活
動
を
お
こ
な
っ

た
。
陶
が
使
用
し
た
チ
ェ
ロ
は
三
男
の
易
王
氏
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
で
も
そ
の
音
色
を
響
か
せ
て
い
る
。

以
上
の
事
か
ら
、
陶
の
福
岡
滞
在
は
従
来
語
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
暗
鬱
な
も
の
で
は
な
く
、
陶
の
人
生
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占

め
る
音
楽
と
出
会
い
、
そ
の
後
の
文
学
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

陶
の
在
籍
し
た
時
代
の
九
大
フ
ィ
ル
の
活
動
は
当
時
に
お
い
て
非
常
に
先
進
的
で
あ
り
、
陶
が
九
州
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
翌
年
に

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
「
合
唱
付
き
」
第
四
楽
章
の
日
本
人
初
演
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
偉
業
を
達
成
し
た
。
陶
が
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在
籍
し
た
四
年
の
間
に
も
、
日
本
初
演
と
さ
れ
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
の
交
響
曲
第
４
番
「
イ
タ
リ
ア
」
を
取
り
上
げ
て
お
り
、

陶
は
九
大
フ
ィ
ル
参
加
に
よ
り
、
日
本
の
西
洋
音
楽
の
発
展
を
肌
で
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

非
常
に
残
念
な
こ
と
に
、
九
大
フ
ィ
ル
草
創
期
の
楽
譜
群
は
そ
の
多
く
が
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
楽
譜
が
い
つ
購
入

さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
未
だ
詳
細
が
不
明
な
点
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
整
理
・
調
査
を
通
し
て
、
さ
ら
に
陶
晶
孫
に
関
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
福
岡
で
の
実
生
活
を
知
る

貴
重
な
資
料
と
な
り
う
る
た
め
、
今
後
の
整
理
お
よ
び
調
査
が
望
ま
れ
る
。

注

（
1
）  

『
木
犀
』
に
お
い
て
福
岡
を
「
郷
則
大
俗
︐
市
則
冷
落
了
。」
と
評
す
る
。
ま
た
、
福
岡
で
の
生
活
を
「
馬
車
馬
的
生
活
。」
と
も
評
し
て

い
る
。

（
2
）  

岩
佐
昌
暲
編
著
『
中
国
現
代
文
学
と
九
州
』
所
収
（
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｏ
叢
書　

九
州
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
五
年
）
小
崎
太
一
「
陶
晶
孫
と

福
岡
」
な
ど
を
参
照
。

（
3
）  

東
北
大
学
交
響
楽
団
同
窓
会
編
『
東
北
大
学
交
響
楽
団
史
』（
同
会　

一
九
八
九
年
）
三
三
頁　

ま
た
、
同
書
に
よ
る
と
東
北
大
学
交
響

楽
団
の
最
初
の
指
揮
者
は
陶
で
あ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
交
響
曲
第
四
〇
番
な
ど
を
指
揮
し
て
い
る
。

（
4
）  

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
編
『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
一
〇
〇
年
史
』
所
収
（
同
会　

二
〇
〇
九
年
）
松
村
晶

「
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
人
で
も
あ
っ
た
陶
晶
孫
」
を
参
照
。
ま
た
齊
藤
孝
治
『
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム　

ウ
ン
ト　

ド
ラ
ン
ク
︿
上
﹀』（
シ
ュ
ト
ゥ

ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
編
集
出
版
委
員
会　

二
〇
〇
五
年
）
に
も
言
及
が
見
え
る
。

（
5
）  

厳
安
生
著
『
陶
晶
孫　

そ
の
数
奇
な
運
命
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
九
年
）。

（
6
）  

『
晶
孫
自
伝
』（
丁
景
唐
編
『
陶
晶
孫
選
集
』
所
収　

人
民
文
学
出
版
社　

一
九
九
五
年
）。

（
7
）  

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
編
『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
五
〇
年
史
』（
同
会　

一
九
六
三
年
）。

（
8
）  

管
弦
楽
団
の
規
模
を
表
す
。
管
楽
器
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
の
奏
者
を
擁
す
る
形
態
。
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（
9
）  

前
掲
『
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
五
〇
年
史
』
一
五
五
頁
。

（
10
）  

近
衛
文
麿
の
異
母
弟
。
一
九
二
六
年
、
新
交
響
楽
団
を
設
立
し
、
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
た
。

（
11
）  
高
仁
淑
「
帝
国
大
学
に
お
け
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
育
成
運
動
」 

―
榊
保
三
郎
の
九
州
帝
国
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
活
動
を
中
心
に

―
」（
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
紀
要　

第
六
号
（
通
算
第
四
九
号
）
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
12
）  

九
州
大
学
文
書
館
所
蔵
。

（
13
）  

こ
の
他
、
第
一
八
回
春
季
演
奏
大
会
に
も
出
演
し
て
い
る
。

（
14
）  

『
晶
孫
自
伝
』（
丁
景
唐
編
『
陶
晶
孫
選
集
』
所
収　

人
民
文
学
出
版
社　

一
九
九
五
年
）。

 

＊ 

本
論
文
は
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
・
折
田
悦
郎
先
生
、
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
顧
問
・
松
村
晶
先
生
を

は
じ
め
、
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
現
役
諸
君
に
数
多
く
の
資
料
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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︹
略
年
表
︺
管
弦
楽
団
設
立
を
中
心
と
し
た
当
時
の
国
内
音
楽
事
情

年

東
京
の
音
楽
事
情

東
京
以
外
の
音
楽
事
情

一
八
八
一
年

文
部
省
音
楽
取
調
掛
に
よ
る
日
本
初
の
管
弦
楽
演
奏
。

一
八
八
九
年

文
部
省
音
楽
取
調
掛
に
よ
る
日
本
初
の
交
響
曲
演
奏
。

一
八
九
四
年

日
清
戦
争
勃
発

一
九
〇
一
年

慶
應
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
設
立
。

一
九
〇
四
年

日
露
戦
争
勃
発

一
九
〇
九
年

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
設
立
。

一
九
一
一
年

い
と
う
呉
服
店
音
楽
隊
（
現
・
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
）
設
立
。

一
九
一
三
年

早
稲
田
大
学
交
響
楽
団
設
立
。

一
九
一
四
年

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

一
九
一
五
年

山
田
耕
筰
が
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
を
設
立
。

（
大
阪
）
羽
衣
管
弦
楽
団
設
立
。

一
九
一
六
年

京
都
帝
国
大
学
音
楽
部
交
響
楽
団
設
立
。

一
九
一
八
年

（
徳
島
）
板
東
俘
虜
収
容
所
に
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
響
曲
第
九
番
の
日
本
初
演
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
結

一
九
一
九
年

久
留
米
俘
虜
収
容
所
の
メ
ン
バ
ー
が
久
留
米
女
学
校

に
て
演
奏
。

一
九
二
〇
年

東
京
帝
国
大
学
音
楽
部
管
弦
楽
団
設
立
。

一
九
二
一
年

東
北
帝
国
大
学
交
響
楽
団
設
立
。

一
九
二
六
年

新
交
響
楽
団
（
現
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）
設
立
。
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図版① 第21回定期演奏会での写真（九大フィル所蔵）。陶は舞台奥中央でコント
ラバスを左手に抱えている。（矢印部分）

図版② 第16回春季演奏会のパンフレッ
ト表紙（九大文書館所蔵）。この演奏
会で陶は第二トロンボーンを担当して
おり、シューベルト作曲の交響曲第７
番未完成、メンデルスゾーン作曲の

「静かな海と楽しい航海」序曲などの
演奏に参加したと考えられる。

図版③ 第16回春季演奏会パンフレッ
トより演奏者名簿（ 九大文書館所
蔵）。四角内に陶熾君とあり、実際に
演奏者として参加していたことがわ
かる。他の演奏会にも同様に演奏者
名簿が掲載されている。
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右上：図版④ 第17回秋季演奏大会パ
ンフレット（九大文書館所蔵）。陶は
第二コルネットを担当し、ベートー
ヴェン作曲「アテネの廃墟」序曲、交
響曲第６番「田園」に参加している。

左上：図版⑤ 第20回春季演奏大会パ
ンフレット（九大文書館所蔵）。陶は
コントラバスを担当し、メンデルス
ゾーン作曲交響曲第４番「イタリ
ア」、「静かな海と楽しい航海」序曲
に参加している。

 左下：図版⑥ 第21回秋季演奏大会パ
ンフレット（九大文書館所蔵）。第20
回と同じくコントラバスを担当し、
ベートーヴェン交響曲第６番「田
園」、メンデルスゾーン作曲「結婚行
進曲」に参加している。

図版④図版⑤

図版⑥
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 図版⑦には左上（四角内）に Trombe in C (Corneto) と記載されており、図版
⑧には左上に Conret in C と記載されている。ドイツの楽譜出版社 Breitkopf & 
Härtel 社の『Die Ruinen von Athen Overture』の楽譜と比較したところ、図版⑦
に書かれた音符はコルネットではなくホルンの楽譜と一致する。しかし、コ
ルネットで演奏できるよう移調されている。また、図版⑧はコルネットとホ
ルンの両方の音符を書いている。こちらもホルンの音符は移調されている。
どちらの楽譜も同一人物によって写譜されており、陶の手によるものと考え
られる（九大文書館所蔵）。

図版⑦図版⑧
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図版⑩ 現在の九州大学馬出キャンパス、医学部精神病学教室跡地。現在は
外来用第２駐車場として利用されている（筆者撮影）。

図版⑨ 当時の九大フィルの練習施設である九州帝国大学医学部精神病学教
室（九大フィル所蔵）。




